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広 報

　スポーツ公園いいたて球場にて「いいたてむら立村 50 周年記
念祭」が開催され、村民ら約 2,500 人が参加しました。愛のステー
ジでは、村のますますの発展を願い、多くの村民が唄に合わせて
胴搗きをしました。（2～ 4ページに関連記事）

震
災
対
策
一
口
標
語

 

あ
な
た
は
地
震
の
と
き

　

自
信
を
持
っ
て  

自
身
を
守
れ
ま
す
か

飯舘村 立村50周年

広報 24

か
。
▽「
50
年
間
の
村
の
歩
み
」

の
ビ
デ
オ
上
映
で
、
昔
の
貴
重

な
写
真
を
た
く
さ
ん
見
る
に
つ

け
、
記
録
に
残
す
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
▽
記
念
祭

で
私
が
撮
っ
た
写
真
は
…
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
と
は
い
え
１
０
９

５
枚
。
▽
記
憶
と
記
録
に
残
る

記
念
祭
と
な
り
ま
し
た
。

８月の出動
　火災  0件（1月からの累計 　3件）
　救急27件（1月からの累計188件）

9
30

▲楽団と一緒に演奏する飯舘中吹奏楽部

ご寄付ありがとう

○いいたて福祉会
　▶ 村上正元さん（上飯樋）から金100,000円

○飯舘村社会福祉協議会
　▶ 村上正元さん（上飯樋）から金 50,000円

ありがとうございました。（９月25日現在）
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火災・救急情報

合奏のほか、飯舘中吹奏楽部との合同演奏も
行なわれました。
　会場には、村内小・中学生や高校生、村民
ら約600人が詰めかけ、美しくも迫力ある演奏
に聞き入っていました。
　演奏会後、生徒たちは「CDでしか聞いたこ
とがなかったので、生演奏はとても迫力があっ
た」「やさしい心が持てたような気がした」な
どと感想を話していました。

▲演奏会のようす

　飯舘中体育館にて「セントラル愛
知交響楽団　演奏会」が行なわれ、
約70人の楽団員が見事なオーケス
トラを披露しました。
　これは、文化庁の「平成18年度
本物の舞台芸術体験事業」として、
立村50周年を迎えた本村を会場に
開催されたもので、この日はビバル
ディ作曲の「四季」やスメタナ作曲
の「モルダウの流れ」など７曲を披露。
　また、琴と尺八とオーケストラの

9
29セントラル愛知交響楽団　演奏会



広報広報 23

　昭和31年９月30日、大舘村と飯曽村が合併し「飯舘村」が誕生してから今年で50年。
　この立村50周年を記念して、50周年記念祭実行委員会（庄司和明実行委員長）主催の「いいたてむら
立村50周年記念祭」が「いいたて球場」にて盛大に開催されました。
　村民みんなで村の50周年を祝うため、式典ではなく記念祭として行ない、小・中学生や文化協会団体
による愛のステージ、行政区対抗イベントなど様々な催しものをはじめ、行政区ふるさと自慢コーナーや
模擬店などのテントが並び、会場には村民ら約2,500人が訪れました。
　夕方からのセレモニーでは、50年間の村の10大ニュース結果発表やビデオ「50年間の村の歩み」が
上映されたほか、中学生による未来へのメッセージ発表も行なわれました。
　最後に、全員で村民歌や「ふるさと」などを大合唱した後、万歳三唱で締めくくり、立村50周年を祝
いながら今後の飛躍を誓いました。

これまでも　これからも　これまでも　これからも　飯舘村飯舘村

『いいたてむら立村50周年記念祭』『いいたてむら立村50周年記念祭』

▲臼石小児童と学区内住民による相馬盆踊り ▲はなづか太鼓

▲草野小金管クラブ▲飯舘中学校吹奏楽部

▲蕨平子供手踊り「伊勢音頭」 ▲長い列ができた模擬店コーナー ▲木工教室

▲県大会で銀賞に輝いた飯樋小合唱部 ▲10年後に配達される手紙 ▲「10年後に配達される手紙」を初投函する
名付け親の菅野かおりさん

行政区対抗イベント
　玉入れ、縄もじり、50周年未来ボール
（ボール送り）、満員電車（ビール箱に何人
乗れるか）の４種目で得点を競いました。
優　勝：二枚橋・須萱
第２位：上飯樋
第３位：飯樋町

９月30日は “村民の日”
　村では、９月30日を “村民の日” とし、「村
民の日、こんな過ごし方」として、○い 一
家そろって “までい” な食事をする、○い 色々
な人や物に感謝の心で接する、○た 大切な人
に大切な言葉を伝える、○て 手まめに省エネ
で過ごす、以上４点の主な過ごし方を提案
しました。
　また、来年から “村民の日” には村内施
設を一部無料開放する予定です。

▲行政区対抗「玉入れ」

▲行政区対抗イベント「縄もじり」 ▲50周年未来ボール（ボール送り）▲満員電車（ビール箱に何人乗れるか） ▲民謡同好会の「相馬流れ山」

▲婦人会による「太極拳」

▲一葉会社中の「マツケンサンバⅡ」

▲虎捕太鼓 ▲民謡同好会の胴搗き唄に合わせてみんなで地固め ▲草野小5・6年生によるヨサコイ

▲ヨサコイ隊いいたて愛 ▲婦人会による「飯舘よいとこ」 ▲飯舘フラクラブ
▲村を応援する組織「いいたて・
までい・ユニット」の紹介を
する代表の佐藤弘子さん

▲〝村民の日〞を宣言する
　菅野教育長

▲相馬盆踊りを演奏する臼石小の児童たち
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10月
1 松川浦ふれあいマラソン大会　　（相馬市　松川浦大橋周辺） 8 第３回まちなかにぎわい市　　　   （新地町役場南側駐車場）
1 御神楽大会　　　　　　　　　　（相馬市　相馬神社神楽殿） 9 第９回新地町ロードレース大会　　　    （新地町総合公園）

1 秋まつり　　　　　　　　　　（～２日　相馬市　相馬神社） 9 ペドロ＆カプリシャスコンサート
（新地町総合公園こどもの森）

1 秋の夕暮れ発表コンサート
　　　　　　　　　（南相馬市鹿島区　生涯学習センター） 14 松川浦湾内釣り大会　　　　　　　　　   （相馬市　松川浦）

1 いいたて俳句ウォーク　　　 　  （飯舘村 村民の森あいの沢） 15 野馬追振興秋季競馬大会（南相馬市原町区　南相馬市馬事公苑）
上旬
～ 鮭まつり　　　　　　   （南相馬市原町区　新田川鮭採補場） 21 第 25 回相馬民謡全国大会　　 （～ 22 日　相馬市　市民会館）

5 世界プロサーフィン大会
（～８日 南相馬市原町区　北泉海水浴場） 28 いいたて秋まつり　　　　　　  （～29日 飯舘村公民館ほか）

6 大悲山月あかりコンサート
（南相馬市小高区　大悲山薬師堂） 29 そうま市民まつり   （相馬市　スポーツアリーナそうまほか）

8 海の味まつり・鮭　　　    　（相馬市　水産物直売センター） 31 ほのぼのコンサート　　　     　（飯舘村 草野小学校体育館）
11月

3
( 予定 ) あきいち２００６　　    （南相馬市原町区　駅通り、旭公園） 11

産業まつり
（～ 12 日　新地町役場前、新地町農村環境改善センター前）

3 かしま産業文化祭
（～４日　南相馬市鹿島区　JAそうま鹿島総合支店前） 12 海の味まつり・どんこ　      （相馬市　水産物直売センター）

3 相馬総合卸売市場まつり　　   （相馬市　相馬総合卸売市場）中旬 あかりのファンタジー in おだか（～ 1月上旬　南相馬市小高区全域）

4 小高文化祭　　　　　　　　   　（～５日　南相馬市小高区） 26 野馬追の里健康マラソン大会（南相馬市原町区　雲雀ヶ原陸上競技場）
12月

9 海の味まつり・あんこう
（～ 10 日　相馬市　水産物直売センター） 30 歳の市　　　　　　　　    （新地町農村環境改善センター前）

平成19年１月
14 どんと祭　　　　　　　　　　   （相馬市　長友グラウンド） 14 どんと祭　　    （南相馬市原町区　水無川いこいの河畔公園）
14 火伏せまつり　　　　　　　   （南相馬市小高区　貴船神社）中旬 いちご狩り　　　　               （相馬市　和田観光いちご園）
14 火伏せまつり　　　　　   （南相馬市鹿島区　鹿島御子神社）

順位 と　き ニュース 票数

1 昭和 31年 9月 大舘村と飯曽村が合併し、「飯舘村」が誕生。 595

2 昭和 36年 4月 草野地区で大火。120棟焼失、罹災人員 244人。 546

3 昭和 63年 4月 草野・飯樋両中学校が統合し、飯舘中学校が開校。 348

4 平成 18年 9月 飯舘村が立村 50周年を迎える。 344

5 平成 13年 11月 第 13回ふくしま駅伝で、飯舘村チームが村の部 10連覇を達成。 293

6 昭和 55年 12月 豪雪で山林などに大被害、交通網も大混乱。被害は 14億 9,300 万円。289

7 平成 16年 11月 合併から自立へ。合併協議がスタート、村長選挙を経て協議会から離脱。281

8 平成 9年 9月 特別養護老人ホーム「いいたてホーム」が開所。 234

9 平成 5年 10月 戦後最大規模の冷害に見舞われる。被害総額は 20億円以上。 222

10 平成元年 9月 第 1回若妻の翼事業を実施。 219

10 平成 17年 11月 芦原地区の「石ポロ坂トンネル」が待望の開通。 219

庭に植えたい草花・花木
　10大ニュースと合わせて、「庭に植えた
い草花・花木」を募集した結果、草花に
は430票（53種類）、花木には517票（51
種類）の応募があり、次のとおり選ばれ
ました。
【草花】
春…スイセン、夏…アジサイ、秋…コスモス
【花木】
やまぼうし（ハナミズキ）
　選定された草花（スイセン）球根・花
木は50周年記念樹として全行政区へ贈り
ます。

本祭に先立ち「前夜祭」
　「記念祭」の前日、いいたて球場にて「前夜祭」が行なわれ、地元と
近隣市町で活動しているアマチュアバンド５団体が出演し、オカリナ
演奏や幅広いジャンルのバンド演奏などを披露しました。会場には約
150人が訪れ、生演奏を楽しみながら、記念祭前日の夜を過ごしてい
ました。

50年間の村の10大ニュース 100項目の中から、みんなが選んだ10大ニュース
　第１位は「飯舘村が誕生」
　立村50周年記念事業として、村が８月から９月にかけて募集したところ786票の応募がありました。
集計の結果、第１位は「昭和31年 9月に大舘村と飯曽村が合併して飯舘村が誕生」でした。

▲飯舘中生徒による「未来の村へのメッセージ」

来賓あいさつ
（写真左から北原昇村議
会議長、室井勝福島県出
納長、亀岡偉民衆議院議
員、佐藤剛男衆議院議員、
太田豊秋参議院議員、加
藤貞夫県議会議員）

９
29

▲オカリナ演奏するタミーズ（飯舘村）

▲トロピカルハワイアンズ（川俣町） ▲川俣高校生のThis Time Limit ▲ Blue Sheet（川俣町・福島市） ▲Ｊ・ＢＯＸ（飯舘村）

▲会場大合唱をリードするお母さんコーラス ▲最後は全員で万歳三唱


